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森山信彰, 大平哲也, 前田正治, 矢部博興, 高橋敦史, 針金まゆみ, 堀越直子, 岡崎可奈子, 宮地元彦, 丸
藤祐子, 神谷研二, 安村誠司. 東日本大震災後の成人における運動習慣と精神的健康状態の関係：福島県県民健

康調査. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; 京都. 日本公衆衛生雑誌. 67(10 特別附録):274. 
 
岡崎可奈子, 大平哲也, 坂井晃, 中野裕紀, 林史和, 長尾匡則, 安村誠司, 神谷研二. 東日本大震災後5年間

における生活習慣病発症に及ぼす避難の影響. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; 京都. 日本公衆衛生

雑誌. 67(10 特別附録):346. 
 
長尾匡則, 大平哲也, 中野裕紀, 林史和, 岡崎可奈子, 坂井晃, 前田正治, 矢部博興, 安村誠司, 神谷研二. 
東日本大震災後の肥満発生に対するリスク要因の探索：福島県「県民健康調査」. 第79回日本公衆衛生学会総会; 
20201020-22; 京都. 日本公衆衛生雑誌. 67(10 特別附録):347. 
 
林史和, 大平哲也, 中野裕紀, 長尾匡則, 岡崎可奈子, 針金まゆみ, 高橋敦史, 坂井晃, 前田正治, 矢部博

興, 鈴木友里子, 安村誠司, 神谷研二. 震災後の脂質異常の発症と心理社会学的要因との関連：福島県県民健康

調査. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; 京都. 日本公衆衛生雑誌. 67(10 特別附録):347. 
 
岩佐一, 吉田祐子, 石井佳世子, 安村誠司. 子育て期における父親と母親の精神的健康の関連要因. 第79回日

本公衆衛生学会総会; 20201020-22; 京都. 日本公衆衛生雑誌. 67(10 特別附録):371. 
 
堀越直子, 前田正治, 岩佐一, 桃井真帆, 後藤沙織, 針金まゆみ, 安村誠司. 相談先のない被災者の特徴およ
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び関連要因：福島県「県民健康調査」. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; 京都. 日本公衆衛生雑誌. 
67(10 特別附録):438. 
 
大類真嗣, 深澤舞子, 堀越直子, 鈴木友理子, 川上憲人. 放射線健康不安改善のためのゲートキーパー向け研

修プログラムの開発とその評価. 第79回日本公衆衛生学会総会; 20201020-22; Web(京都). 
 
〔シンポジウム〕 
 
森山信彰. 新型コロナウイルスに対する予防理学療法の視点と対応 COVID-19情報収集事業の成果報告 感染

予防行動変容に関する対応について. 第7回日本予防理学療法学会学術大会; 20200927; Web. 
 
安村誠司, 高鳥毛敏雄. 超高齢社会と人口偏在社会における複合災害への備えをどうするか. 第79回日本公衆衛

生学会総会; 20201020-22; Web(京都). 日本公衆衛生雑誌. 67(10 特別附録):82. 
 
〔その他〕 
 
安村誠司. 東日本大震災8年10カ月特集 人と交流...意識した外出. 福島民友; 20200111. 
 
安村誠司. 持続可能な社会の実現に向けて 少子高齢化と向き合う. 日本学術会議主催学術フォーラム 未来への

挑戦－日本学術会議100年に向けて－; 20200330; Web. 
 
安村誠司（第二部会員）. 提言 子ども・妊婦への受動喫煙対策をさらに充実させるべきである. 日本学術会議 

健康・生活科学委員会・歯学委員会合同脱タバコ社会の実現分科会; 20200907 . 学術の動向（提言要旨の掲載）. 
26(1):100-101. 
 
安村誠司. 介護予防 運動はじめっぺキャンペーン専門家インタビュー③ 社会活動で自己実現. 福島民友; 
20201116. 
 
安村誠司. 健康長寿ふくしまトップ会談 みんなの健康みんなで守る. 福島民報; 20201121. 
 
安村誠司. 健康長寿ふくしまトップ会談 みんなの健康みんなで守る. 福島民友; 20201121. 
 

その他の業績・作品等 

 
安村誠司. 広島大学医学部連携教授. 20171001-. 
 
安村誠司. 飯舘村健康福祉アドバイザー. 20190513-. 
 
安村誠司. 福島県感染症対策アドバイザー（新型コロナウイルス感染症における助言、提言）. 20200901-. 
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